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知りたかったあのキーワードを
詳しく解説
とーりま的ピックアップNEWS
月は東に、日は西に
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価値と感動を
生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
アンデルセン公園　園長
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世界に誇るまち・むらのしごと
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酒桝

旅行ロスを埋めるマイクロツーリズム、
想定外のお化け屋敷、
文豪の”缶詰”を体験できる老舗旅館…

3密回避
エンターテインメント
新型コロナウイルスで
住まいやオフィスはどう変わる？

最新の研究や
事例に学ぶ
居住空間のこれから
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今年も7月にじゃらん宿泊旅行調査
の結果をリリースいたしました。
2020年4月から2021年3月の1年間
の観光宿泊状況になりますので、
まさにコロナ禍の宿泊旅行の実態
が正確に把握できるのではないか
と思います。過去例を見ない被害
や苦難が続いていると思いますが、
皆様に、現状を正確に伝えると共
に、未来につながるヒントや、ポジ
ティブな変化を起こす可能性があ
るキーワードもまとめました。ピン
チはチャンスの発想で、時代の変
化をとらえていただき、地域発のイ
ノベーションを、皆様と共に仕掛
けていきたいと思います。そのため
の、作戦会議を皆様と開きたいと
思っております。ご気軽に、お問
い合わせくださいませ。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250  fax03-6772-0217
新型コロナウイルス対応のためお電話を承れないことがございます。お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光・地域振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる
→情報発信→誘客→振り返り→次へ、
というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます

特集【調査研究】「新型コロナウイルス感染症拡大による
旅行価値観の変化」より変わる？ 変わらない？これからの旅の価値観
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知りたかったあのキーワードを
詳しく解説とーりま的ピックアップNEWS月は東に、日は西に今号のテーマVLOG

価値と感動を生み出す人にインタビューマエストロの肖像テレビ東京制作局 プロデューサー・ディレクター
高橋弘樹

From Local世界に誇るまち・むらのしごと
神奈川県　
箱根寄木細工

東日本大震災から10年を機に考えるVUCA時代に求められる観光リスクマネジメントとは
じゃらん人気温泉地ランキング2021奥入瀬渓流温泉・十和田湖畔温泉、

高湯温泉、長湯温泉…ランクアップ温泉地に戦略あり！
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今
こ
そ
取
り
組
む
べ
き
地
域
の
D
X

観
光
庁
事
業 

「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設
等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」
×

（
一
社
）下
呂
温
泉
観
光
協
会

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

デ
ジ
タ
ル
で
加
速
せ
よ
！
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糖質オフ

価値と感動を生み出す人に

インタビュー

マエストロの
肖像

株式会社湖池屋

マーケティング本部　

マーケティング部次長

野間和香奈

Nostalgic but Innovative

ちょっと気に
なる

おみやげ手
帖

東京都　

ぎんざ空也 空いろ

新連載

「体験・アクティビティに関する

同行者別実態把握」調査、他

旅ナカ最新
事例から市

場を分析・
考察！

唯一無二の

「ご当地体験」を作ろう

【定性調査】「新型コロナウイルス

感染症による旅行意識の変化」より

旅行意向ア
クティブ層

／

中庸層／休
眠層…追跡

研究

ターゲット別にみる

旅行市場復帰への「壁」

休暇
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
変
化
と 

そ
の
理
由
を
正
し
く
捉
え
る

　
団
体
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
、
観
光
客

に
よ
る
地
域
消
費
額
の
落
ち
込
み
、「
密
」

に
な
り
が
ち
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
、

２
０
２
０
年
度
の
観
光
業
界
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
逆
風
が
吹
い
て
き
た
。

　
し
か
し
、
調
査
デ
ー
タ
が
示
す
の
は
、

必
ず
し
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
変
化
ば
か
り
で

は
な
い
。
う
ま
く
活
か
せ
ば
、
国
内
旅
行

の
よ
り
よ
い
姿
に
向
け
て
、
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
中
の
旅
で
誰
が
ど
う
動
い
た

の
か
、
そ
れ
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
か
と
い
っ

た
こ
と
が
客
観
的
に
把
握
で
き
て
い
れ
ば
、

コ
ロ
ナ
収
束
後
に
何
が
元
に
戻
り
、
何
が

戻
ら
な
い
の
か
と
い
う
予
測
を
立
て
る
こ
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日本を元気にする
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し
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「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

調
査
・
分
析
レ
ポ
ー
ト
」よ
り

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
」「
移
住
」?

デ
ー
タ
で
わ
か
る
！

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の

実
態
と
可
能
性

最
新
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
タ
イ
プ
分
類
で

地
域
の「
目
指
す
姿
」を
考
え
よ
う

観
光
地
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
研
究
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知
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じゃらん
宿泊旅行調査
2021

温泉や露天風呂に入る旅
2019年度 33.9% 2020年度42.4%

お祭りや
イベント目的の旅
2019年度  6.6％
     　
2020年度 2.8％

スポーツ観戦や
コンサート目的の旅　
2019年度 6.5％
      　 
2020年度 3.0％

宿泊旅行
1回の費用　
2019年度 59,800円
      　 
2020年度 51,800円

平日のみの旅行　
2019年度 29.6%  2020年度 34.5%

夏休み・GW・
年末年始等の
旅行　
2019年度 19.9％
      　 
2020年度 12.4％　

自家用車利用　
2019年度 39.9%
      　 

2020年度53.9%

ビジネス
ホテル宿泊　
2019年度 25.4％
     　 
2020年度 19.4％

2

長引くコロナ禍の影響で、移動を制限される生活が続き、
観光業界には厳しい1年となった2020年度。そんななか、人はどのように旅をしたのか？
旅はどう変わったのか？  多くの方が肌感覚で感じ取っていたことを定量的に捉えることで、
ウィズコロナ、アフターコロナへの道すじを考えてみたい。

と
も
で
き
、
今
起
き
て
い
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
変
化
を
先
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

単
に
「
収
束
す
れ
ば
元
に
戻
る
」と
考
え

る
の
で
は
な
く
、
今
後
の
よ
り
よ
い
観
光

の
方
向
性
を
考
え
る
た
め
に
も
、
今
起
こ

っ
て
い
る
変
化
に
つ
い
て
し
っ
か
り
整
理

し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
な
の
だ
。

　

　本
特
集
で
は
、「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」「
お
こ
も
り
旅
」「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
」な
ど
観
光
に
関
す
る
気
に
な
る
キ
ー

ワ
ー
ド
に
も
触
れ
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で

変
わ
っ
た
旅
の
姿
を
確
認
し
て
い
く
。

調査概要
調査名 じゃらん宿泊旅行調査2021
調査方法 インターネットによる調査
調査対象時期 2020年4月～2021年3月（調査実施は2021年4月）

調査内容

昨年度１年間に実施したすべての宿泊旅行（出張・帰
省・修学旅行などを除く）の行き先と回数について、また
１人最大３件までの個別宿泊旅行について、具体的な
内容を調査した。

サンプル数 15,719件

集計・分析手法
について

はじめに2019年10月1日現在の人口速報集計（総務
省統計局発表）および1次調査結果を用いて、全国の
宿泊旅行者の母集団を推計した。次に、2次調査の集
計・分析にあたり、推計された宿泊旅行者の母集団に
おける都道府県別、性・年代別構成比に基づいてウエ
イトバックを行い、構成比のずれを補正している。

特集 2020年度 

コロナ禍の旅行実態を知る

じゃらん
宿泊旅行調査
2021

宿でのんびり過ごす旅
2019年度 34.8% 2020年度

 46.8%

宿泊旅行実施率　
2019年度 53.6％
       　
2020年度 31.2％

2019年度 

2020年度

延べ宿泊旅行者数

1億3,575万人
        

7,256万人

3 September  2021



旅
行
し
た
人
は
約
３
割
強 

短
期
化
も
進
み
宿
泊
数
は
減

　１
年
に
一
度
で
も
旅
行
を
実
施
し
た
人

の
割
合
を
示
す
「
宿
泊
旅
行
実
施
率
（
表

１
の
２
行
目
。
以
下
「
実
施
率
」
）
」
は

31
・
２
％
。
年
度
末
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
が
出
始
め
て
い
た
前
年
度
と
比
較
し
て

も
全
体
で
約
22
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
減
と
な

っ
た
。
一
方
、
年
間
平
均
旅
行
回
数
（
表

１
の
４
行
目
）は
前
年
度
の
２
・
７
０
回

か
ら
２
・
４
８
回
に
減
少
し
た
も
の
の
、

実
施
率
ほ
ど
の
低
下
は
見
ら
れ
ず
、
旅
行

を
実
施
し
た
人
は
、
比
較
的
前
年
度
に
近

い
感
覚
で
い
た
様
子
も
感
じ
ら
れ
る
。
旅

行
１
回
あ
た
り
の
平
均
宿
泊
数
は
１
・
７

５
泊
と
微
減
し
た
が
、
１
泊
旅
行
が
前
年

度
か
ら
６
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
（
図
１
）。

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
化
が
進
み
、
こ
こ

数
年
の
旅
の
長
期
化
の
流
れ
は
止
ま
る
形

と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
で
、
延

べ
宿
泊
数
は
１
億
２
６
８
７
万
人
泊
と
前

年
度
の
約
半
分
に
。
な
お
、
旅
行
に
行
か

な
か
っ
た
人
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
６
割
以
上
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
」を
挙
げ
て
い
て
、
改
め
て
そ
の

影
響
の
大
き
さ
が
感
じ
ら
れ
る
（
表
２
）。

ミ
ド
ル
女
性
の
実
施
率
低
下
に
は 

子
連
れ
旅
行
の
中
止
が
影
響
か

　性
・
年
代
別
の
実
施
率
も
、
す
べ
て
の

セ
グ
メ
ン
ト
で
20
ポ
イ
ン
ト
前
後
と
大
幅

に
減
少
（
図
２
）。
な
か
で
も
目
立
つ
の

は
35
〜
49
歳
女
性
と
50
〜
79
歳
女
性
だ
。

　理
由
と
し
て
は
、
旅
行
を
実
施
す
る
時

期
や
同
行
者
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

時
期
の
面
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

を
含
む
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
最
初
の

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
年
末
年
始
に

い
わ
ゆ
る
「
第
３
波
」が
襲
う
な
ど
、
長

期
休
暇
と
感
染
拡
大
期
が
重
な
っ
た
の
が

大
き
い
。
さ
ら
に
春
に
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
休
校
し
た
分
夏
休
み
を
短
縮
し
た
学
校

も
多
く
、
こ
れ
ら
学
休
期
の
旅
行
控
え
が
、

子
連
れ
旅
行
比
率
の
高
い
ミ
ド
ル
層
の
旅

行
実
施
率
を
下
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
P
10
図
９
参
照
）。
同
行
者
で
は
こ
の
１

年
、
旅
行
す
る
と
し
て
も
家
族
の
み
で
と

い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
（
Ｐ
9
図
8
参
照
）、

こ
れ
が
友
人
同
士
で
行
く
シ
ニ
ア
女
性
の

旅
行
に
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　こ
う
し
て
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
は
全
体

で
７
２
５
６
万
人
と
前
年
度
比
約
47
％
減
。

と
く
に
ミ
ド
ル
女
性
は
前
年
度
の
半
分
を

下
回
る
結
果
と
な
っ
た
（
図
３
）。

宿
泊
旅
行
実
施
率
は
前
年
度
53
・
6
％
→
31
・
2
％
へ

最
大
の
阻
害
要
因
は「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
」

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
が
如
実
に
表
れ
た
２
０
２
０
年
度
。
全
体
的
な
移
動
自
粛
に
よ
る
旅
行
控
え
の
ほ
か
、

感
染
拡
大
期
が
長
期
休
暇
と
重
な
る
な
ど
旅
行
に
は
厳
し
い
状
況
が
、
実
施
率
の
低
下
、
旅
行
の
短
期
化
に
つ
な
が
っ
た
。

旅行市場
概観

202
1

2020年度（n=6,463） （%）
1 新型コロナ感染症の影響で行かなかった 63.9
2 旅行に興味がなかった 16.8
3 何となく旅行をしないまま過ぎた 15.8
4 家計の制約で旅行にお金がかけられなかった 7.3
5 ペットがいた 5.9
6 混雑するシーズンに旅行をしたくなかった 4.2
7 将来が心配で支出を抑えたかった 3.8
8 国内で行きたいと思う場所がなかった 3.7
9 休みが取れなかった 3.2
10 自分の健康上の理由（治療などの必要）があった 2.9

2019年度（n=4,358） （%）
1 何となく旅行をしないまま過ぎた 28.9
2 旅行に興味がなかった 21.0
3 家計の制約で旅行にお金がかけられなかった 17.7
4 休みが取れなかった 10.7
5 ペットがいた 9.8
6 新型コロナ感染症の影響で行かなかった 9.0
7 将来が心配で支出を抑えたかった 5.9
8 一緒に行く人がいなかった 5.6
9 旅行したい人とスケジュールが合わなかった 5.4
10 自分の健康上の理由（治療などの必要）があった 5.1

※2020年10月1日人口データの公表が遅れたため、2021調査は2020調査と同じ人口で算出している

表1 延べ宿泊旅行者数と延べ宿泊数の推計
18年度19年度20年度 17年度 16年度

=

×
宿泊旅行実施者の
年間平均旅行回数（回）

延べ宿泊旅行者数（万人回）

宿泊旅行実施者の１回の
旅行あたり平均宿泊数（泊）

延べ宿泊数（万人泊）

9,475

54.8

5,188

2.77 

14,358

1.76

25,308

各年10月1日現在
人口推計（万人）※

×
9,438

55.6

5,244

2.78

14,556

1.76

25,646

9,408

56.4

5,310

2.78

14,777

1.78

26,416

9,388

53.6

5,031

2.70

13,575

1.80

24,393

=

宿泊旅行実施率（％）

実宿泊旅行者数（万人）

×

=

× ××× ×

= === =

× ××× ×

= === =

× ××× ×

= === =

9,388

31.2

2,925

2.48

7,256

1.75

12,687

表2 国内宿泊旅行に行かなかった理由（国内宿泊旅行非実施者、複数回答）
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0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（万人）

3,826万人（50.4%） 3,431万人（49.6%）

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000（万人）

0 0 0 020 20 20 2040 40 40 4060 60 60 6080% 80% 80% 80%

図2  宿泊旅行実施率の推移（性・年代別）

全体 20〜34歳（ヤング） 35〜49歳（ミドル） 50〜79歳（シニア）

20年度
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15年度

14年度

13年度

12年度

11年度

※推計値の算出は四捨五入していない実データで行ったため、見かけ上の計算が合わない場合がある

17年度

16年度

18年度

19年度
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20年度　全体 1.75泊

19年度　全体 1.80泊
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31.4%
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54.8%
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53.8%

64.0%
51.3%

男性

53.7%
55.3%

53.3%
55.5%

52.0%
53.8%

53.4%
54.8%

53.1%
56.3%

51.8%
53.7%

53.0%
55.9%

56.2%
58.5%

54.7%
56.1%

55.0%
55.6%
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図3  延べ宿泊旅行者数の構成
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※推計値の算出は四捨五入していない実データで行ったため、見かけ上の計算が合わない場合がある

20〜34歳（ヤング） 35〜49歳（ミドル） 50〜79歳（シニア）

図1  旅行1回あたりの平均宿泊数
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個
人
旅
行
の
宿
泊
費
以
外
は
大
幅
ダ
ウ
ン

ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
や
遠
距
離
の
旅
行
減
少
が
影
響

宿
泊
費
は
や
や
上
が
っ
た
が
、
交
通
費
と
現
地
消
費
が
下
が
っ
た
と
い
う
結
果
か
ら
は
、
長
距
離
移
動
は
控
え
、

旅
先
で
あ
ま
り
出
歩
か
な
い
な
ど
、
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
て
慎
重
に
行
動
す
る
旅
行
者
の
姿
が
浮
か
ぶ
。

旅行費用

202
1

「
近
場
」「
お
こ
も
り
旅
」化
で 

交
通
費
、
現
地
消
費
が
減
少

　１
回
あ
た
り
の
宿
泊
旅
行
に
か
け
ら
れ

た
費
用
（
図
４
）は
総
額
で
５
万
１
８
０

０
円
と
、
前
年
度
よ
り
８
０
０
０
円
減
。

個
人
旅
行
で
も
総
額
４
万
９
４
０
０
円
と

８
０
０
０
円
減
少
し
た
が
、
内
訳
を
見
る

と
、
交
通
費
や
現
地
消
費
が
大
き
く
減
っ

た
の
に
対
し
、
宿
泊
費
は
増
加
し
て
い
る
。

旅
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
、「
旅
先
は
近

場
、
現
地
で
は
出
歩
か
ず
、
や
や
高
級
な

宿
に
こ
も
る
旅
」が
選
ば
れ
た
結
果
と
言

え
そ
う
だ
（
旅
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
は

Ｐ
８
〜
も
参
照
）。
現
地
支
出
の
詳
細
を

見
て
も
こ
の
傾
向
は
明
ら
か
で
（
表
3
）、

と
く
に
移
動
、
飲
食
は
実
施
率
自
体
が
軒

並
み
低
下
。
現
地
の
施
設
が
休
業
し
て
い

る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
自
体
が
少
な
か
っ

た
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

「
お
こ
も
り
旅
」
が
多
く
、
現
地
消
費
は

進
ま
な
か
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。

　性
・
年
代
別
で
見
て
も
、
宿
泊
旅
行
全

体
で
は
す
べ
て
の
層
で
前
年
を
下
回
っ
て

※体験・観光に関する5つの項目「各種体験プログラムに参加」「観光施設に行く、遊ぶ」「スポーツ、アウトドアを楽しむ」「健康・美容（立ち寄り温泉、エステ・マッサ
ージ）」「スポーツ観戦、コンサート、祭り」については、20の活動を5分類に括って算出した割合となっている。平均回数・金額も同様

※「平均金額」は、「1回目に支払った大人1人分の金額」の平均。「買い物」のみ、「1旅行中主な宿泊地で支払った総額の大人1人分の金額」の平均
※金額が0円のものは回数に含めない
※推計消費額の算出方法は①回答者それぞれについて、各消費行動の回数×1回目の単価で各消費行動の消費額を算出。②各消費行動の平均消費額を算出。③全

国の延べ宿泊旅行者数に各消費行動の実施割合を乗じて各実施者数を算出。さらに各行動の平均消費額を乗じて、消費総額を推計。エリア内での移動費用など上
記の項目以外の消費行動や、周遊先や移動中など主な宿泊エリア以外での消費行動は含まれていないため、図6の「現地消費」（約1兆4.695億円）とは値が異なる。
また、四捨五入の関係で見かけ上の計算と合わない場合がある

表3 現地支出の詳細（宿泊プラン・ツアー以外で行ったこと、複数回答）

0 40 60 80
（%）

飲食

体験・
観光

-

7170円

-

8140円 

1.8回

1140円

2.0回

1710円

1.7回

1200円

1.9回

3600円

1.4回

4630円

1.6回

3560円

1.7回

3700円

2.0回

6140円

1.6回

2000円

1.5回

6020円

2.6回 

3490円 

3,186  

4,138 

 383  

1,724  

515  

2,112  

417  

280  

671  

533  

129  

260  

168 

現地での追加消費額
推計（億円）

追加消費額の
前年差（億円）

平均回数
平均金額

買い物

移動

何も実施しなかった

直売所などで買い物をする

エリア間や、
各エリア内の移動

朝食を食べる

昼食を食べる

喫茶・スイーツを
食べる

夕食を食べる

バーなどで
お酒を飲む

各種体験プログラム
に参加

観光施設に行く、
遊ぶ

スポーツ、
アウトドアを楽しむ

健康・美容（立ち寄り温泉、
エステ・マッサージ）

スポーツ観戦、
コンサート、祭り

その他の体験・観光

20

-3,378

-4,745

-445

-1,864

-616

-2,897

-560

-199

-1,297

-445

-136

-1,186

-153

5,151 

70.1 

 3,186 

 4,138 

2,040 

1兆4500億円
総計

-1兆7900億円
総計

25.5 

66.6 

31.5 

29.8

3.8 

3.0 

70.2

5.1 

6.5 

6.6 

16.7 

8.4 

7.9 

34.1

9.4

6.7

74.4

2.8

3.9

42.8 

6.3

20.9

8.2

10.5

50.7

61.2
61.2

2020年度
2019年度

6

全旅行者 個人旅行 パック旅行

20～34歳
男性

20～34歳
女性

35～49歳
男性

35～49歳
女性

50～79歳
男性

50～79歳
女性

全旅行者 個人旅行 パック旅行

0 0 0

20年度

19年度

18年度

参考　17年度

16年度

図4  1回の宿泊旅行にかかった費用（大人1人あたり） ※トリム1.0％平均　※追加消費行動が有効回答

20,000 20,000 20,00040,000 40,000 40,00060,000（円） 60,000（円） 60,000 80,000（円）

0 0 0

※2018年度より現地消費の設問を変更し、トリム平均の処理も変更したたため、経年比較はできない
※百の位までの四捨五入で示しているため、合計が合わない場合がある
※トリム平均とは…… データ全体の上限と下限から一定の割合のデータをカットした残りのデータの平均のこと
 ここでは、全体の上下合計1.0％の範囲にあるデータをカットした。金額の高すぎる回答が平均値に大きな影響を与えることを避けるためである

34,900円 23,600円 58,500円 17,300円 15,900円 23,500円 56,700円 51,100円 24,100円 75,300円

い
る
が
（
図
５
）、
な
か
で
も
ミ
ド
ル
層
、

と
く
に
女
性
の
減
少
幅
が
大
き
い
の
は
や

は
り
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
の
旅
行
が
減
少
し
た

影
響
が
あ
り
そ
う
だ
。
ま
た
「
密
を
避
け

る
」観
点
か
ら
、
旅
行
を
キ
ャ
ン
プ
に
変

更
し
た
人
も
い
て
、
そ
の
分
費
用
が
下
が

る
傾
向
が
、
と
く
に
子
連
れ
旅
行
の
多
い

ミ
ド
ル
層
で
表
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　シ
ニ
ア
層
で
は
、
女
性
の
パ
ッ
ク
旅
行

の
み
総
額
で
前
年
差
プ
ラ
ス
。
し
か
し
全

体
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ

の
パ
ッ
ク
旅
行
の
比
率
自
体
が
下
が
っ
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
感
染
リ
ス
ク
を
考
慮

し
て
団
体
旅
行
を
避
け
た
こ
と
も
理
由
の

一
つ
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
で
、
ヤ
ン
グ

層
の
旅
行
費
用
は
他
の
世
代
と
比
べ
る
と

や
や
高
め
で
前
年
か
ら
の
減
少
幅
も
小
さ

い
。
こ
れ
に
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る

た
め
、
人
と
接
す
る
機
会
の
多
い
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
等
へ
の
宿
泊
を
避
け
た
結
果
、
宿

泊
単
価
が
上
が
っ
て
旅
行
費
用
全
体
が
押

し
上
げ
ら
れ
た
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

　こ
う
し
て
延
べ
宿
泊
数
、
１
回
あ
た
り

の
費
用
と
も
に
減
少
し
た
結
果
、
国
内
旅

行
の
市
場
規
模
を
示
す
費
用
総
額
は
、
前

年
度
の
半
分
以
下
の
３
兆
７
６
５
９
億
円

に
（
図
６
）。
な
お
こ
れ
ら
は
、
Ｇ
o 

Ｔ
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
補
助
や

地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
も
含
ん
だ
金
額
で
、

実
際
に
旅
行
者
が
支
出
し
て
い
る
金
額
は

さ
ら
に
低
い
こ
と
に
な
る
。

46,500円 21,300円 67,800円33,000円 16,300円 49,300円 16,000円 15,400円 15,800円 47,200円

宿泊旅行にかけられた
費用の総額

20年度

19年度

参考

18年度

17年度

16年度

3兆7,659億円

8兆1,215億円

8兆6,496億円

7兆5,352億円

7兆878億円

-53.6%

-6.1%

14.8%

6.3%

-9.0%

前年比
（%）

図6  宿泊旅行にかけられた費用総額
0（%） 20 40 60 80 100

宿泊旅行にかけ
られた費用の総額

個人旅行と
パック旅行の内訳

費目別の内訳

個人旅行   
3兆2,935億円（87.5%）

パック旅行
4,724億円（12.5%）

宿泊費
1兆2,376億円（32.9%）

交通費
7,462億円（19.8%）

現地消費
1兆4,695億円（39.0%）

パック費
3,125億円（8.3%）

3兆7,659億円（100.0％）

82,900
+4,600

図5  １回の宿泊旅行にかけられた費用（大人１人あたり、性・年代別） ※トリム1.0％平均　※追加消費行動が有効回答

宿泊＋交通 現地消費
20,000 20,000 20,00040,000 40,000 40,00060,000（円） 60,000（円） 60,000 80,000（円）

58,600円
-4,200円

51,500円 26,300円
（33.8%）

34,700円 16,900円 51,600円 17,000円 16,000円 16,200円 49,300円 50,300円 22,700円 73,000円

35,600円
-1,900円

23,000円
-2,300円

27,800円
-6,200円

17,700円
-5,400円

30,000円
-4,100円

20,000円
-4,400円

32,900円
-2,700円

19,500円
-4,400円

29,400円
-4,200円

19,600円
-3,500円

32,000円
-5,600円

21,200円
-3,500円

20,100円
+1,500円

14,200円
-3,700円

22,500円
-2,600円

18,000円
+800円

8,600円
-5,600円

17,600円
+700円

11,800円
-3,200円

19,600円
-4,200円

19,400円
+1,700円

10,200円
-5,000円

18,800円
-5,200円

18,300円
+2,100円

10,300円
-5,800円

19,000円
-3,800円

18,100円
+0円

11,900円
-5,400円

20,500円
-3,900円

56,900円
-4,700円

53,500
+4,300

29,400
+300

45,500円
-11,600円 

43,900円
-10,000円

42,500
-15,700

22,700
-5,700

65,200
-21,500

25,500
-7,800

50,000円
-8,500円

49,000円
-6,700円

39,000
-25,400

64,500
-33,200

24,700
+1,800

52,400円
-7,100円

48,400円
-8,500円

57,700
+4,600

82,400
+6,400

27,100
+700

49,000円
-7,700円

47,600円
-7,600円

41,200
-5,100

68,300
-4,400

29,200
+2,500

53,200円
-9,100円

17,300円
-5,300円

50,400円
-9,400円

55,400
-5,300

84,600
-2,800

18,600円 11,100円 19,600円
（39.7%）

35,700円 24,100円 59,800円 55,500円 26,300円17,500円 16,000円 23,900円 57,400円

宿泊＋交通 宿泊費 パック費 現地消費交通費 現地消費現地消費
総額 総額 総額

31,600円 20,200円
（39.0%） 51,800円 77,800円49,400円

81,800円

総額
宿泊費 パック費 現地消費交通費 現地消費

総額 総額
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宿
で
の
ん
び
り
過
ご
し 

出
歩
か
な
い
ス
タ
イ
ル
が
顕
著

　ま
ず
は
旅
行
の
目
的
（
図
７
）を
見
て

み
よ
う
。「
宿
で
の
ん
び
り
過
ご
す
」「
温

泉
や
露
天
風
呂
」「
地
元
の
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
る
」と
い
う
ト
ッ
プ
３
は
例
年

通
り
だ
が
、
こ
こ
数
年
の
ト
レ
ン
ド
通
り

に
上
昇
し
て
い
る
「
食
」に
対
し
、
今
年

度
は
「
宿
」「
温
泉
や
露
天
風
呂
」が
大
き

く
伸
び
た
。
一
方
で
減
少
が
目
立
つ
の
が

「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」「
名
所
、
旧
跡
の
観
光
」

「
ま
ち
あ
る
き
、
都
市
散
策
」。
旅
先
で
出

歩
く
こ
と
を
目
的
と
せ
ず
、
宿
に
こ
も
っ

て
温
泉
や
食
事
を
楽
し
む
と
い
う
、
コ
ロ

ナ
禍
中
な
ら
で
は
の
ス
タ
イ
ル
が
顕
著
に

表
れ
た
。

人
と
接
す
る
機
会
を
抑
え
る 

自
家
用
車
×
滞
在
型
が
中
心
に

　利
用
し
た
宿
泊
施
設
の
タ
イ
プ
（
表

４
）
で
は
、「
旅
館
」
が
前
年
度
よ
り
５
・

２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
ト
ッ
プ
に
。「
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」も
４
・
０
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
て
い
て
、
こ
こ
で
も
宿
で
過
ご
す
時

間
の
長
い
「
滞
在
型
」「
お
こ
も
り
」旅
行

の
拡
大
が
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
こ
こ

数
年
右
肩
上
が
り
で
増
加
傾
向
が
続
い
て

宿
・
温
泉
・
食
の
滞
在
型
旅
行
に
シ
フ
ト

コ
ロ
ナ
禍
影
響
に
よ
る
オ
フ
ピ
ー
ク
旅
も
増

「
コ
ロ
ナ
禍
中
の
旅
」を
最
も
強
く
感
じ
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
の
が
、「
旅
の
ス
タ
イ
ル
」に
関
わ
る
項
目
。

目
的
、
交
通
手
段
、
同
行
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
旅
行
者
の
姿
勢
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

旅の
スタイル

202
1

宿でのんびり過ごす

温泉や露天風呂

地元の
美味しいもの
を食べる

花見や紅葉などの
自然観賞

名所、旧跡の観光

テーマパーク
（遊園地、動物園、
博物館など）

買い物、
アウトレット

お祭りや
イベントへの
参加・見物

スポーツ観戦や
芸能鑑賞

（コンサート等）

アウトドア
（海水浴、
釣り、登山など）

まちあるき、
都市散策

各種体験（手作り、
果物狩りなど）

スキー・スノボ、
マリンスポーツ

その他スポーツ
（ゴルフ、
テニスなど）

ドライブ・
ツーリング

友人・
親戚を訪ねる

その他

図7  宿泊旅行の目的（複数回答）  ※ベース：延べ宿泊旅行件数
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8

い
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
」
は
、
19
・
４

％
と
前
年
度
よ
り
６
・
０
ポ
イ
ン
ト
減
少
。

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
基
本
的
に
、
人
口
の

多
い
都
市
部
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
街
歩
き
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
旅
の
拠

点
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
エ
リ
ア
へ
の

旅
が
激
減
し
、
宿
の
中
に
こ
も
る
旅
が
増

え
た
こ
と
が
利
用
減
の
理
由
と
考
え
ら
れ

そ
う
だ
。
ベ
ス
ト
３
以
外
の
傾
向
で
は
、

男
女
と
も
ミ
ド
ル
層
で
は
「
キ
ャ
ン
プ
・

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
」が
増
加
し
、
家
族

旅
行
を
、
よ
り
人
と
の
接
触
が
少
な
そ
う

な
キ
ャ
ン
プ
に
変
更
し
た
家
庭
が
多
か
っ

た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
ヤ
ン
グ
層
や
女

性
で
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
利
用
を
減
ら
す

傾
向
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
ち
ら
も
、
よ
り

感
染
リ
ス
ク
の
低
そ
う
な
宿
泊
形
態
が
選

ば
れ
た
結
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　目
的
地
ま
で
の
主
な
交
通
手
段
（
表
５
）

は
、
順
位
は
例
年
通
り
だ
が
、
最
も
多
い

自
家
用
車
の
比
率
が
53
・
９
％
と
半
数
を

超
え
た
。
半
面
、
飛
行
機
や
列
車
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
は
減
少
。
こ
ち
ら
も
、
不

特
定
多
数
の
人
と
の
接
触
が
少
な
く
感
染

リ
ス
ク
を
避
け
ら
れ
る
移
動
手
段
と
し
て

人
気
が
集
ま
っ
た
結
果
と
み
ら
れ
る
。

行
く
な
ら
家
族
や
恋
人
な
ど 

最
も
近
い
人
と
だ
け

　宿
泊
旅
行
の
同
行
者
（
図
８
）で
は
「
夫

婦
二
人
で
の
旅
行
」
が
前
年
度
か
ら
４
・

５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
全
体
の
約
３
割
を

占
め
る
ま
で
に
。
そ
の
他
、「
恋
人
と
の

旅
行
」も
増
加
し
た
。
逆
に
目
立
っ
て
減

少
し
た
の
が
「
友
人
と
の
旅
行
」
と
「
職

場
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
団
体
旅
行
」。
こ
の

傾
向
は
性
・
年
代
別
で
も
す
べ
て
の
セ
グ

メ
ン
ト
に
共
通
し
て
見
ら
れ
、
家
族
な
ど

最
も
関
係
の
近
い
人
以
外
の
人
と
一
緒
に

行
く
旅
行
が
回
避
さ
れ
た
様
子
に
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
極
力
人
と
の
接
触
を
避
け

る
様
子
が
窺
え
る
。

 

「
ひ
と
り
旅
」
が
17
・
８
％
と
や
や
減
少

し
、
こ
こ
数
年
の
増
加
傾
向
が
ス
ト
ッ
プ

し
た
の
も
今
回
の
特
徴
の
一
つ
だ
。
と
く

に
、
例
年
ひ
と
り
旅
シ
ェ
ア
の
高
い
20
〜

34
歳
男
性
で
の
減
少
幅
が
大
き
い
が
、
こ

の
層
で
「
ひ
と
り
旅
」に
代
わ
っ
て
増
加

し
た
の
は
、「
恋
人
と
の
旅
行
」や
「
夫
婦

二
人
で
の
旅
行
」。
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
の

表5  目的地までの主な交通手段トップ3
  （単一回答） ※ベース：宿泊旅行件数

表4  宿泊施設のタイプ（単一回答）
	 	※ベース：宿泊旅行件数

53.9%	

14.1%

11.0%	

26.2	%

24.7%	

19.4%	

39.9%	

20.2%	

16.1%	

21.0%	

20.7%	

25.4%	

40.1%	

20.5%	

16.3%	

21.0%

21.3%

23.9%	

20年度

20年度

19年度

19年度

18年度

18年度

自家用車
新幹線・特急列車
日本航空や全日空の飛行機

1

2

3

旅館
リゾートホテル
ビジネスホテル

1

2

3

20年度 全体

19年度	全体

18年度	全体

17年度	全体

16年度	全体

15年度	全体

14年度	全体

13年度	全体

12年度	全体

11年度	全体

図8  宿泊旅行の同行者 （単一回答）  ※ベース：延べ宿泊旅行件数（単位：％）

1.2

1.2

1.0

1.1

0.8	

1.9

1.4

1.4

1.7

1.8

0.4	

0.6	

0.2	

0.9	

0.6	

1.7	

小学生以下子連れ家族旅行…小学生以下の子供を連れた家族旅行　中学生以上子連れ家族旅行…中学生以上20歳未満の子供を連れた家族旅行
団体旅行…職場やサークルなどでの団体旅行　※小学生未満の子供も連れている場合は小学生以下の子連れ家族旅行に回答

グラフ中の略記について

20年度
20〜34歳
（ヤング）

35〜49歳
（ミドル）

50〜79歳
（シニア）

男性

ひとり旅
恋人と
の旅行

夫婦二人で
の旅行

小学生以下
子連れ家族旅行

中学生以上
子連れ家族旅行

親連れ
家族旅行

その他の
家族旅行

友人との
旅行

団体旅行

その他

女性

男性

女性

11.0	 11.3	18.1	22.0	 15.3	 16.7	4.0	

23.2	 7.5	8.7	4.2	5.3	4.4	40.6	4.5	

26.0 20.3 1.6	15.0	1.9	11.010.212.7

27.1	 7.2	1.9	7.9	4.4	26.8	14.5	9.0	

12.9	 6.6	3.1	10.3	6.8	28.2	22.7	8.0	

44.3	3.6	9.1	 9.5	15.8	6.2	5.8	3.6	

男性

女性

0.2	

0.5	

1.0	

0.5

1.0	

14.1	 4.514.38.88.07.4 24.5 12.6 4.0

14.5	 4.413.89.27.97.2 24.1 12.7 4.3

15.4	 3.813.89.18.47.0 24.8 11.7 4.3

15.9	 3.813.98.98.27.3 24.5 11.9 4.2

17.5	 3.313.28.48.57.0	 25.3 11.2 4.2

17.2	 3.213.18.38.57.0	 25.5 11.8 4.3

18.0	 2.712.87.88.47.8	 25.2 12.0 4.5

18.6	 2.512.57.98.48.2 25.2 11.5 4.2

17.8	 9.9	7.5	8.19.4	 29.7	 11.6	 4.3	

17.2	 2.912.78.48.97.3	 25.7 11.1 4.5

0.8	

1.0	

0.9
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機
会
そ
の
も
の
が
減
る
な
か
で
、「
ひ
と

り
旅
よ
り
近
し
い
人
と
行
く
旅
を
優
先
す

る
」と
い
う
力
学
が
働
い
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

　性
・
年
代
別
に
見
た
と
き
、
変
化
が
と

く
に
目
立
つ
の
が
50
〜
79
歳
の
シ
ニ
ア
女

性
だ
。
前
年
度
と
比
べ
て
「
夫
婦
２
人
で

の
旅
行
」が
９
・
１
ポ
イ
ン
ト
と
大
き
く

上
昇
し
、「
ひ
と
り
旅
」「
友
人
と
の
旅
行
」

が
そ
れ
ぞ
れ
３
ポ
イ
ン
ト
以
上
減
少
す
る

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
旅
行
全
体
を
特
徴
づ

け
る
同
行
者
の
変
化
を
最
も
よ
く
示
し
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

長
期
休
暇
の
旅
行
回
避
で 

時
期
の
分
散
化
が
進
む

　こ
こ
ま
で
で
も
何
度
か
触
れ
て
き
た
が
、

旅
行
が
実
施
さ
れ
た
時
期
も
、
２
０
２
０

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
状
況

に
大
き
く
左
右
さ
れ
た
。

　月
別
の
宿
泊
件
数
を
見
て
み
る
と
、
最

も
減
少
幅
が
大
き
か
っ
た
の
は
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
た
４
〜
５
月
と
１
〜
２

月
で
、
い
ず
れ
も
前
年
度
と
比
較
し
て
７

〜
８
割
の
大
幅
減
と
な
っ
て
い
る
（
図

９
）。
減
少
数
で
見
る
と
８
月
の
減
少
も

大
き
く
、
前
年
度
差
は
マ
イ
ナ
ス
６
６
３

万
件
と
４
月
と
同
水
準
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
、
夏
休
み
、
年
末
年
始
と
い
う
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
に
、
多
く
の
人
が
旅
行
を
控

え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
時
期
に
旅

行
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
全
体
的
な
実
施
率
の
低
下
（
Ｐ
４
参

照
）
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
単
価
の
高
い
こ
の
時
期
の
旅
行
が

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
１
回
あ
た

り
の
宿
泊
旅
行
に
か
け
ら
れ
た
費
用
の
減

少
（
Ｐ
６
参
照
）に
も
つ
な
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　11
月
に
は
、
宿
泊
件
数
は
い
っ
た
ん
ほ

ぼ
前
年
度
レ
ベ
ル
ま
で
持
ち
直
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
「
Ｇ
o 

Ｔ
o 

ト
ラ
ベ
ル
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」効
果
と
、
そ
れ
に
伴
う
旅

行
解
禁
ム
ー
ド
の
浸
透
に
よ
る
も
の
と
言

え
そ
う
だ
。
３
月
の
数
値
は
前
年
度
を
上

回
っ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は
、
前
年
度
の

同
時
期
に
は
す
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
が
表
れ
て
い
て
、
そ

れ
と
比
較
す
る
と
２
０
２
０
年
度
の
ほ
う

が
宿
泊
件
数
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
例
年
の
３
月
と
比
べ
て
多
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。

　ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
に
人
が
動
か
な
か
っ
た

こ
と
を
裏
付
け
る
も
う
一
つ
の
デ
ー
タ
が
、

「
旅
行
を
実
施
し
た
日
」
を
尋
ね
た
結
果

だ
（
図
10
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
夏
休
み
・

Ｇ
Ｗ
・
年
末
年
始
等
の
長
期
休
暇
を
利
用

し
た
旅
行
」が
７
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、

「
平
日
の
み
を
利
用
し
た
旅
行
」が
４
・
９

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。「
土
日
や
祝

日
を
含
ん
だ
旅
行
」は
微
増
し
て
い
る
も

の
の
、
長
期
休
暇
で
な
い
週
末
の
旅
行
は

１
泊
な
ど
の
短
い
旅
行
に
な
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
全
体
と
し
て
や
は
り
長
期
休
暇

を
利
用
し
た
旅
行
の
減
少
の
影
響
が
大
き

い
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
が
宿
泊
件
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と

言
え
そ
う
だ
。

　一
方
で
こ
の
傾
向
は
、
過
去
に
な
か
な

か
実
現
し
な
か
っ
た
「
旅
行
時
期
の
分
散

化
」が
進
ん
だ
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で

き
、
そ
の
意
味
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化

と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

0 10 20 30 40 50 （％）

夏休み・GW・年末年始等の
長期休暇を利用した旅行

土日や祝日を含んだ旅行

平日のみを利用した旅行

12.4
19.9

17.9

53.1

34.5

50.5

29.6

51.7

30.5

図10  旅行を実施した日（単一回答）
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※1人あたり最大3回までの旅行件数を積み上げた結果であり、
　P3の延べ宿泊旅行者数の推計値とは一致しない
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大
都
市
圏
へ
の
旅
が
激
減
し	

地
域
へ
分
散
化
し
た
１
年

　都
道
府
県
別
の
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
は
、

全
国
的
な
大
幅
減
を
反
映
し
、
す
べ
て
の

都
道
府
県
で
減
少
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
な

か
で
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
常
時
ト
ッ
プ

を
維
持
し
て
い
た
東
京
が
２
位
に
後
退
し
、

北
海
道
が
１
位
と
な
っ
た
こ
と
。
大
阪
府
、

福
岡
県
も
そ
れ
ぞ
れ
３
ラ
ン
ク
以
上
ダ
ウ

ン
し
て
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の

警
戒
感
が
い
か
に
都
市
部
へ
の
旅
行
を
押

し
下
げ
た
か
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
（
表

６
）。
ま
た
、
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
ト
ッ

プ
10
都
道
府
県
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、

前
年
度
の
53
・
１
％
か
ら
46
・
９
％
に
ダ

ウ
ン
。
一
方
で
21
位
以
下
合
計
の
構
成
比

が
拡
大
す
る
形
と
な
り
、
旅
行
先
が
都
市

部
や
有
名
観
光
地
か
ら
地
域
へ
と
分
散
化

し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　増
減
率
に
つ
い
て
も
、
全
国
で
46
・
５

％
減
と
厳
し
い
な
か
、
や
は
り
地
方
部
の

健
闘
が
目
立
っ
た
（
表
７
）

同
一
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
旅
行
で
は	

プ
ラ
ス
に
な
っ
た
エ
リ
ア
も

　ブ
ロ
ッ
ク
別
の
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
も

す
べ
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
減
少
し
て
い
る
が
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
旅
行
で
は
比
較
的
減
少
幅

が
小
さ
く
、
中
四
国
や
沖
縄
な
ど
ブ
ロ
ッ

ク
内
旅
行
が
増
加
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
（
表
８
）。
ま
た
、
同
ブ
ロ
ッ
ク
内
に

  「Ｇo Ｔo トラベルキャンペーン（以
下ＧＴＴ）」実施時期に実施された旅
行件数をもとに、「ＧＴＴを利用して
旅行した」割合や「ＧＴＴがあったか
ら旅行した」割合を整理したのが図
11。これによると、２０２０年度におけ
るすべての旅行のうち、約半数がＧ
ＴＴを利用したものであり、約４分の
１がＧＴＴがあるから実施したものだ
ったことになる。「ＧＴＴがあったから
高い宿・商品にした（旅行費用を増額
した）」ケースは全体の約２割。増額
幅については、最も多かったのが「１
万〜１万5 0 0 0円未満」、次いで

「5000〜6000円未満」。平均する
と大人１人あたり１万１９００円程度を
増額したことになる（図12）。
　なお性・年代別に見ると、ＧＴＴ利
用者で最も多かったのは50〜79歳
女性で約３割を占めるが、この層はも
ともと延べ宿泊旅行者数の中でもシ
ェアの大きい層。普段旅行しない層
が動いたというよりは、旅行してよい
状況になるのを待っていた人たちが
ＧＴＴをきっかけに動いたと考える
のが自然かもしれない。

「Go To トラベルキャンペーン」が
旅行市場全体にもたらした影響は？

C o l u m n

大
都
市
圏
へ
の
旅
行
減
で
北
海
道
が
旅
行
者
数
1
位
に

満
足
度
で
は
「
近
場
」が
再
評
価
さ
れ
る
傾
向

東
京
都
へ
の
旅
行
者
は
１
０
０
０
万
人
減
る
一
方
で
、
地
方
で
は
県
内
旅
行
率
が
大
幅
上
昇
。

地
域
の
人
が
近
隣
エ
リ
ア
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
今
ま
で
目
立
た
な
か
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
評
価
が
集
ま
っ
て
い
る
。

都道府県
別
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表6	 都道府県別
	 延べ宿泊旅行者数
	 ランキング

第 位

都道府県 推計値
1 北海道 526万人
2 東京都 430万人
3 静岡県 373万人
4 長野県 351万人
5 神奈川県 347万人
6 京都府 301万人
7 大阪府 282万人
8 兵庫県 275万人
9 沖縄県 265万人
10 千葉県 249万人

表7	 都道府県別
	 延べ宿泊旅行者数
	 増減率ランキング

第 位

都道府県 推計値
全体 -46.5%

1 鳥取県 -15.2%
2 岩手県 -20.5%
3 秋田県 -21.4%
4 鹿児島県 -28.1%
5 佐賀県 -28.3%
6 奈良県 -29.1%
7 新潟県 -29.5%
8 青森県 -30.2%
9 大分県 -30.4%
10 愛媛県 -30.6%

0 20 40 60 80 100（％）

図11		Go	To	トラベルキャンペーンの利用実態

20年度旅行全体

対象期間内

GTT利用率

純増率

増額率

100％

18.2％52.3％

27.5％24.8％

29.4％70.6％

33.0％19.3％

全旅行件数ベースの割合

GTT対象期間内70.6%

GTT利用率52.3%

GTTによる純増率24.8%

GTTによる増額率19.3%

図12	「Go	To	トラベルキャンペーン」による大人1人あたりの増
額金額（単一回答、ベース：「GTTがあったから高い宿・商品にした」
回答者）
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居
住
す
る
旅
行
者
の
割
合
は
、
２
０
１
９

年
度
、
２
０
１
８
年
度
に
は
と
も
に
31
％

だ
っ
た
の
が
、
２
０
２
０
年
度
は
48
％
と

な
っ
た
。
近
隣
地
域
へ
の
旅
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
デ
ー
タ
と
し
て
示
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。（
図
13
。
２
０
１
９
年
度
に
つ

い
て
は
す
で
に
一
部
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
て
い
る
た
め
、
影
響
の
な
い
２
０
１

８
年
度
と
も
比
較
し
て
い
る
）。

　こ
う
し
た
旅
の
「
近
隣
化
」の
傾
向
を

確
認
す
る
べ
く
、
居
住
県
内
旅
行
率
（
各

都
道
府
県
に
住
む
人
が
在
住
都
道
府
県
を

旅
先
に
選
ん
だ
割
合
）
を
見
て
み
よ
う
。

ト
ッ
プ
の
北
海
道
は
も
と
も
と
道
内
観
光

が
盛
ん
と
言
わ
れ
る
地
域
だ
が
、
そ
の
他

ト
ッ
プ
10
に
は
、
前
年
度
、
前
々
年
度
に

は
居
住
県
内
旅
行
率
10
％
台
以
下
だ
っ
た

県
が
並
び
、
東
北
か
ら
４
県
、
九
州
か
ら

２
県
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
（
表

９
）。
前
年
度
以
前
と
の
増
減
差

を
見
る
と
、
ト
ッ
プ
の
秋
田
県
で

は
対
２
０
１
９
年
度
で
54
・
９
ポ

イ
ン
ト
も
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、

上
位
の
県
は
い
ず
れ
も
30
〜
40
ポ

イ
ン
ト
台
の
伸
び
が
確
認
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
旅
の
近
隣
化
が
急
激
に
進
ん
だ

様
子
が
わ
か
る
（
表
10
）。

コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て	

満
足
度
上
昇
の
福
井
県
、
山
梨
県

　都
道
府
県
別
の
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ

（
表
11
）
で
は
、
テ
ー
マ
別
ラ
ン
キ
ン
グ

で
も
９
部
門
中
７
部
門
で
１
位
を
獲
得
し

た
沖
縄
県
が
今
年
も
ト
ッ
プ
。
高
級
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
で
の
滞
在
体
験
や
ビ
ー
チ
で

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
点
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
お
こ
も
り
旅
」

や
ア
ウ
ト
ド
ア
に
注
目
が
集
ま
る
な
か
で

も
強
み
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
注
目
は
前
年

度
38
位
か
ら
大
躍
進
し
た
２
位
の
福
井
県
。

「
地
元
な
ら
で
は
の
美
味
し
い
食
べ
物
が

多
か
っ
た
」ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
ト
ッ
プ
３

入
り
を
果
た
し
た
が
、
県
内
旅
行
が
増
加

し
た
こ
と
で
、
主
に
若
い
旅
行
者
の
間
で

カ
ニ
（
食
）＋
宿
と
い
う
、
コ
ロ
ナ
禍
中

の
旅
で
人
気
の
ス
タ
イ
ル
が
再
評
価
さ
れ

た
結
果
の
よ
う
だ
。
６
位
の
山
梨
県
は

「
ご
当
地
な
ら
で
は
の
体
験
・
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
楽
し
め
た
」ラ
ン
キ
ン
グ
で
２

位
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
需
要

の
伸
び
が
全
体
的
な
満
足
度
ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　そ
の
他
テ
ー
マ
別
ラ
ン
キ
ン
グ
詳
細
に

つ
い
て
は
表
12
に
ま
と
め
た
の
で
確
認
し

て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

第 位

表11	 総合的な満足度の
	 高かった都道府県
全体平均（前年度84.8%）　 85.8%

1 沖縄県 91.6	%
2 福井県 89.0	
2 京都府 89.0	
4 石川県 88.9 
5 北海道 88.8 
6 山梨県 88.7 
6 岐阜県 88.7 
8 和歌山県 88.3 
9 大分県 88.2 
10 宮城県 88.0 

表8		居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減数		（19→20年度）

北海道 東北 関東 東海 関西 中四国 九州 沖縄甲信越・
北陸

居
住
ブ
ロ
ッ
ク

宿泊先ブロック

全体	 20年度
	 19年度
	 18年度
20年度-19年度増減数
北海道
東北
関東
甲信越・北陸
東海
関西
中四国
九州
沖縄

（単位：万人回）

※-100万人以上：網掛け白文字

第 位

表9		居住県内旅行率ランキング
	 （ベース：各都道府県の居住者による旅行） （％）

20年度 19年度 18年度
1 北海道 76.7 55.2	 57.1	
2 秋田県 61.0	 6.1	 8.5	
3 岩手県 59.5	 16.9	 23.1	
4 沖縄県 55.2 22.3 24.7 
5 鹿児島県 49.9 14.6 17.1 
6 新潟県 48.1 16.3 17.3 
7 山形県 47.7 14.1 14.5 
8 長野県 42.7 19.6 16.7 
9 青森県 42.4 10.2 12.9 
10 熊本県 41.9 14.3 18.1 

（pt）

第 位

表10	居住県内旅行率の
	 増減差ランキング

19年度 18年度
1 秋田県 54.9	 52.5	
2 岩手県 42.5	 36.4	
3 鹿児島県 35.3	 32.8	
4 徳島県 35.0 34.6 
5 山形県 33.6 33.2 
6 沖縄県 32.9 30.5 
6 青森県 32.2 29.5 
8 新潟県 31.8 30.8 
9 鳥取県 30.5 31.7 
10 愛媛県 30.1 30.8 
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図13　ブロック内宿泊、ブロック外宿泊の件数

20年度

19年度

18年度

5000 10000 15000

4,556件
（31.2％）
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ブロック内宿泊 ブロック外宿泊

0
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（51.6％）
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表12  項目別に見た評価の高い都道府県ランキング

地元ならではの
美味しい食べ物が多かった

石川県は4年連続1位。魚介+郷土性が人気
大躍進したのは3位の福井県。石川県は「のどぐ
ろ」「能登牛」「近江町市場」、高知県は「かつお」
「鍋焼きラーメン」、福井県は「かに」「越前そば」
「ソースかつ丼」など、魚介を中心にしつつそれ
以外の郷土料理も人気。

第 位

全体平均（前年度 63.2%） 63.7%

1 石川県 80.0 %
2 高知県 78.8 
3 福井県 74.6 
4 宮城県 73.9 
5 徳島県 73.8 
6 青森県 73.6 
6 香川県 73.6 
8 北海道 73.3 
9 山形県 73.0 
10 富山県 72.9 

魅力のある特産品や
土産物が多かった

地元の食、工芸品など上位県は品揃え多彩
沖縄県の「ちんすこう」「紅芋タルト」、青森県の
「りんご」や海産物など地元の食を中心に、「こぎ
ん刺し」（青森県）、「金箔製品」（石川県）なども
人気。気軽に取り入れやすいお土産向けミニサ
イズの工芸品があると強い。

第 位

全体平均（前年度 52.3%） 52.0%

1 沖縄県 65.9%
2 青森県 64.9
3 石川県 64.0
4 高知県 63.4
5 北海道 61.8
6 長崎県 59.9
7 徳島県 59.3
8 宮城県 59.1
8 山形県 59.1
8 宮崎県 59.1

若者が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった

ショッピングや話題の新施設が強みに
沖縄県ではマリンアクティビティや買い物スポッ
ト。千葉県はテーマパークやアウトレット、大阪
府はテーマパークのほか繁華街のまちあるきが
支持されている。新トップ10入りの香川県では
ニューオープンの水族館の名前が挙がった。

第 位

全体平均（前年度 28.6%） 26.3%

1 沖縄県 48.4 %
2 千葉県 41.1 
3 大阪府 38.1 
4 長崎県 31.9 
5 東京都 31.8 
6 北海道 30.1 
7 三重県 29.2 
8 和歌山県 29.0 
9 福岡県 28.7 
10 香川県 27.6 

子供が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった

ベスト3は不動。各種テーマパークが人気
上位3件はテーマパークや水族館、ビーチなど
で不動の人気。今回は、温泉利用のプールやテ
ーマパークが人気の大分県、動物系テーマパー
クを擁する栃木県、豊かな自然スポットが評価
された茨城県、徳島県がランクインした。

第 位

全体平均（前年度 25.3%） 24.2%

1 千葉県 43.4 %
2 沖縄県 37.9 
3 和歌山県 34.5 
4 大阪府 31.3 
5 三重県 30.9 
6 長崎県 30.8 
7 大分県 28.1 
8 栃木県 27.9 
9 茨城県 27.3 
10 徳島県 26.5 

地元の人の
ホスピタリティを感じた

住民の親切さや「商売っ気なさ」も好印象
例年、方言が印象的な東北や九州勢が強いが、
今年は秋田県、徳島県、島根県がランクイン。
宿や観光施設のスタッフのほか、体験アクティ
ビティのスタッフや一般の人の親切さも評価さ
れ、「商売っ気なさ」などにも好感が集まっている。

第 位

全体平均（前年度 26.6%） 27.7%

1 沖縄県 45.2 %
2 宮崎県 34.4 
3 北海道 33.4 
4 山形県 32.8 
5 秋田県 32.6 
6 徳島県 32.5 
7 青森県 32.0 
8 福島県 31.3 
9 熊本県 31.2 
10 島根県 31.1 

ご当地ならではの
体験・アクティビティが楽しめた

「ほかにはない体験」があるエリアが強い
今回からの新項目。沖縄県ではマリンアクティ
ビティのほか、水牛車や離島巡りツアーを評価
する声も。2位の山梨県は温泉＋フルーツ狩り
やバーベキュー、富士登山など、コロナ禍中の
旅で人気のアウトドアに人気が集まった。

第 位

全体平均（新規） 33.8%

1 沖縄県 51.8 %
2 山梨県 44.2 
3 和歌山県 41.7 
4 徳島県 40.0 
5 北海道 39.1 
5 大分県 39.1 
7 青森県 39.0 
8 群馬県 38.9 
8 長野県 38.9 
10 福島県 38.3 

魅力的な
宿泊施設が多かった

沖縄県が6年ぶり1位。全体満足度も上昇
高級リゾートホテルに強みを持つ沖縄県が、温
泉旅館、ホテルで人気の大分県を抑えて6年ぶ
りに1位に。温泉やリゾートを擁するエリアを中
心に全体平均も5.6ポイント上がり、コロナ禍
中の「おこもり旅」ニーズに応えた。

第 位

全体平均（前年度 46.5%） 52.1%

1 沖縄県 63.6 %
2 大分県 61.9 
3 神奈川県 61.1 
4 群馬県 60.3 
4 和歌山県 60.3 
6 熊本県 58.7 
7 佐賀県 58.0 
8 北海道 57.4 
9 静岡県 56.8 
10 鹿児島県 56.5 

大人が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった

体験コンテンツ充実の地域に高評価
若者評価も高い沖縄県だが、大人向けにはクル
ーズや体験に評価が集まった。その他京都府
では和の体験、三重県では神社参拝や水族館
のほか真珠取り出し体験やクルーズなど、上位
府県は体験コンテンツが充実しているようだ。

第 位

現地で良い観光情報を
入手できた

インターネットやSNSへの評価が増加傾向
沖縄県では地元の人からの情報、京都府では
「どこでも情報を入手しやすい」点を評価するコ
メントが。ホテルや飲食店、従来のアナログな
情報発信手段に加え、インターネットやSNSへ
の評価が目立ち始めたのも今年の特徴だ。

第 位

全体平均（前年度 28.4%） 27.2%

1 沖縄県 42.0 %
2 京都府 35.7 
3 石川県 33.4 
4 徳島県 33.3 
5 青森県 32.7 
5 香川県 32.7 
7 北海道 31.7 
8 島根県 31.3 
9 山梨県 31.2 
9 長崎県 31.2 

全体平均（前年度 42.5%） 39.7%

1 沖縄県 52.5 %
2 京都府 52.0 
3 三重県 46.5 
4 長崎県 45.8 
5 千葉県 45.6 
5 徳島県 45.6 
7 石川県 45.0 
8 奈良県 44.8 
9 山梨県 44.3 
10 和歌山県 43.9 
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コロナ禍の影響を考える
キーワード

ここまではデータを中心に紹介してきたが、最後に改めて、
特徴的なトピック別に、調査で明らかになったポイントを整理してみた。

関連データを参照しながら、「コロナ禍中の旅行」を振り返ってみていただきたい。

　国内宿泊旅行の実施率は前年
度の53.6％から31.2％へと大幅
に減少したが、なかでも減少幅が
大きかったのは35～49歳のミド
ル層、特に女性（➡1）。2020年度
のGWは緊急事態宣言下、年末
年始は感染者数増と、例年なら旅
行のチャンスである長期休暇に
旅行に行きづらかったことが、ミ
ドル女性に多い子連れ旅行に影
響を与えたためと考えられる（➡
2）。Go To トラベルキャンペーン
があったにもかかわらずこの層の
旅行単価が低下した（平均4万
5,500円、2019年度比–1万1,600
円 ➡3）のは、オンシーズンの旅行
が減ったこと、近場化、短期化、ア
ウトドア等低価格帯旅行への移
行などが影響しているようだ。

　過去の調査で最も宿泊旅行者
が多い宿泊旅行先は東京都だっ
たが、都市圏を中心に大きく旅行
者数が減少したこともあり、都道
府県別の延べ宿泊旅行者数は北
海道が1位に（➡1）。トップ10が占
める割合も2019年度と比べると
減少し、混雑を避けて人の少ない
地域を選ぶことによる分散化傾
向が見られた。居住県内旅行率

（居住地別に宿泊旅行先を見たと
き、同じ都道府県を旅行先に選ん
でいる割合）の数値は全国的に上
昇し、いわゆるマイクロツーリズム
も進んでいる（➡2）。さらにGW
や年末年始などのオンシーズン旅
行の比率も低下（➡3）。市場全体
としては縮小したが、旅行日や旅
行先の分散は進んだと言える。

　宿泊旅行の目的では、「宿での
んびり過ごす」が大きく上昇して1
位となり、2位の「温泉や露天風
呂」も10ポイント近く上昇、3位の

「地元の美味しいものを食べる」
も徐々に上昇してきている（➡1）。
また、「地元ならではの美味しい食
べ物が多かった」ランキングや「総
合満足度」で上位に入った福井県
は、今年は近隣地域からの旅行
者が多く、彼らを中心に、カニなど
の食の魅力や宿のよさが再認識
されたとみられる（➡2）。
　同様に全国的に食や温泉に特
徴のある都道府県が評価を上げ
る傾向が見られ、コロナ禍におい
ても実施しやすいこの種の旅へ
の関心の高さが感じられる結果と
なっている（➡3）。

➡	1	 実施率	P5	図2
➡	2	 旅行を実施した日	
	 	 P10	図10
➡	3	 1回の宿泊旅行に
	 	 かけられた費用
	 	 （大人1人あたり）P7	図5

➡	1	 都道府県別延べ宿泊旅行者数
	 	 ランキング	P11	表6
➡	2	 居住県内旅行率
	 	 ランキング	P12	表10
➡	3	 旅行を実施した日	P10	図10

➡	1	 宿泊旅行の目的	P8	図7
➡	2	 項目別に見た評価の高い
	 	 都道府県ランキング	P13	表12
➡	3	 総合的な満足度の高かった
	 	 都道府県	P12	表11
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　総合的な満足度の高かった都
道府県ランキングでは沖縄県が
変わらず人気を維持しているが

（➡1）、今年度新たにトップ10にラ
ンクインした県のなかで、鹿児島
県や徳島県、山形県などはとくに
県内からの旅行者比率の上昇幅
が大きく（➡2）、近隣からの旅行
者が増えた福井県も上位に食い
込むなど、改めて地元のよさが認
識された1年だったと考えられる。
　個人旅行の交通費が2019年度
と比べて–4900円と、約3分の2に
まで落ち込んでいる（➡3）ことも、
その範囲で行ける近隣の観光地
を目指した人が多かったことを間
接的に示している。これも「マイ
クロツーリズム」化の表れと言え
よう。

　今回、ひとり旅の比率は減った
が、より個人的な旅が増え、同行
者人数は減る傾向が続いている

（➡1）。また、友人旅行が減り家
族旅行が増加していることからは、
コロナ禍で家族以外の人と過ご
すことを控え、家族や身近な人と
の絆を深める内包化の傾向も窺
える。ひとり旅が減ったことも、旅
行の機会自体が限られるなか、身
近な人と一緒に行く旅が優先さ
れた結果かもしれない。
　旅が個人化すると、多くの要素
が盛り込まれた定食型の「プラン」
より、やりたいことが選べるアラカ
ルト的な旅のニーズが高まる。す
でに生まれつつあった流れだが、
コロナ禍でより加速したと考える
べきだろう。

➡	1	 総合的な満足度の高かった
	 	 都道府県	P12	表11
➡2		 居住県内旅行率
	 	 ランキング	P12	表9	
➡	3	 1回の宿泊旅行にかかった費用
	 	 （大人1人あたり）	P7	図4

➡	1	 宿泊旅行の同行者	P9	図8
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